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実務経歴証明書

令和  年  月  日

富山県指定登録機関

公益社団法人富山県建築士会会長 殿

証明者                   

住所又は所在地

電話番号

免許申請者との関係

次の者が申請した二級建築士（木造建築士）免許申請書に添付された実務経歴書は、事実と相

違しないことを証明します。

１ 免許申請者氏名

２ 建築実務経験 

 建築実務経験期間の合計     年     月 

 建築実務の内容  

備 考

１ この実務経歴証明書は、実務経歴書ごとに作成すること。

２ 使用者その他これに準ずる者が実務経歴書の内容が事実と相違しないことを確認したことを証明

すること。

３ 虚偽の証明を行った場合、証明者は、建築士法上の処分又は告発の対象となり得る。 

富建士様式第１号の３ 

実務経歴証明書記入例（建築士事務所の場合）

○○　 ○○ 　○○

株式会社○○建築設計事務所 
代表取締役所長 登 録 太 郎

○○県知事登録 第○○号 
○○建築士登録 第○○号

○○県○○市○○町○○丁目○○番地

○○－○○○○－○○○○
担当 （株）○○建築設計事務所 ○○部 免許一郎
TEL ○○－○○○○－○○○○ 

申請者が所属する建築士
事務所の開設者

建築 士郎

2                    0

・病院（鉄筋コンクリート造３階建て、延べ面積２，５００㎡）の設計与条件の整理を担当。 
・小学校（木造３階建て、延べ面積３，０００㎡）の基本設計・実施設計の補助を担当。 
・事務所ビル（鉄筋コンクリート造５階建て、延べ面積２，０００㎡）の基本設計の補助を担当。
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実務経歴証明書

令和  年  月  日

富山県指定登録機関

公益社団法人富山県建築士会会長 殿

証明者                   

住所又は所在地

電話番号

免許申請者との関係

次の者が申請した二級建築士（木造建築士）免許申請書に添付された実務経歴書は、事実と相

違しないことを証明します。

１ 免許申請者氏名

２ 建築実務経験 

 建築実務経験期間の合計     年     月 

 建築実務の内容  

備 考

１ この実務経歴証明書は、実務経歴書ごとに作成すること。

２ 使用者その他これに準ずる者が実務経歴書の内容が事実と相違しないことを確認したことを証明

すること。

３ 虚偽の証明を行った場合、証明者は、建築士法上の処分又は告発の対象となり得る。 

富建士様式第１号の３ 

実務経歴証明書記入例（建築士事務所以外の法人の場合）

○○　 ○○ 　○○

○○法人○○ 
理事長 登 録 太 郎
○○県知事登録 第○○号 
○○建築士登録 第○○号

○○県○○市○○町○○丁目○○番地

○○－○○○○－○○○○
担当 ○○法人○○ ○○部 免許一郎
TEL ○○－○○○○－○○○○ 

申請者が所属する法人の代表者

建築 士郎

2                    0

・確認審査業務において、確認申請書、その他必要図書の構造審査の補助を担当した。 
（○件）
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実務経歴証明書

令和  年  月  日

富山県指定登録機関

公益社団法人富山県建築士会会長 殿

証明者                   

住所又は所在地

電話番号

免許申請者との関係

次の者が申請した二級建築士（木造建築士）免許申請書に添付された実務経歴書は、事実と相

違しないことを証明します。

１ 免許申請者氏名

２ 建築実務経験 

 建築実務経験期間の合計     年     月 

 建築実務の内容  

備 考

１ この実務経歴証明書は、実務経歴書ごとに作成すること。

２ 使用者その他これに準ずる者が実務経歴書の内容が事実と相違しないことを確認したことを証明

すること。

３ 虚偽の証明を行った場合、証明者は、建築士法上の処分又は告発の対象となり得る。 

富建士様式第１号の３ 

実務経歴証明書記入例（行政・独立行政法人の場合）

○○　 ○○ 　○○

○○県 ○○市 ○○部長 

登 録 太 郎

○○県○○市○○町○○丁目○○番地

○○－○○○○－○○○○
担当 ○○県○○市○○部○○課 免許一郎
TEL ○○－○○○○－○○○○ 

申請者が所属する部署の
所属長

建築 士郎

2                    0

・○○市において、特定空き家等の可能性が高い建築物について、現地調査で老朽度や危険度等
のチェック等の業務を担当。（○件） 
・○○市における木造住宅耐震改修促進事業において、木造住宅の耐震改修費用の補助申請に
関する関係書類の審査の補助、及び完了報告書の審査の補助を担当。 （○件）
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実務経歴証明書

令和  年  月  日

富山県指定登録機関

公益社団法人富山県建築士会会長 殿

証明者                   

住所又は所在地

電話番号

免許申請者との関係

次の者が申請した二級建築士（木造建築士）免許申請書に添付された実務経歴書は、事実と相

違しないことを証明します。

１ 免許申請者氏名

２ 建築実務経験 

 建築実務経験期間の合計     年     月 

 建築実務の内容  

備 考

１ この実務経歴証明書は、実務経歴書ごとに作成すること。

２ 使用者その他これに準ずる者が実務経歴書の内容が事実と相違しないことを確認したことを証明

すること。

３ 虚偽の証明を行った場合、証明者は、建築士法上の処分又は告発の対象となり得る。 

富建士様式第１号の３ 

実務経歴証明書記入例（教育機関の場合）

○○　 ○○ 　○○

○○大学大学院 ○○研究科長   

登 録 太 郎

○○県○○市○○町○○丁目○○番地

○○－○○○○－○○○○
担当 ○○大学大学院○○研究科 免許一郎
TEL ○○－○○○○－○○○○ 

申請者が所属する研究科
の研究科長

建築 士郎

2                    0

・建築物の設計に関する研究について、△△施設における温熱環境の多変量解析を行い、
その結果を基に共著者として論文執筆に携わった。 
・建築物の設計に関する研究について、△△ダンパーを連層配置した高層建築物の地震
応答特性を行い、その結果を基に共著者として論文執筆に携わった。 
・建築物に関する調査又は評価に関する研究について、△△市内の歴史的建築物の実測
調査及び図面化を行い、その結果を基に第一著者として論文を執筆した。
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